
令和７年度 営繕工事安全連絡会議（石川・富山地区）開催報告

【日 時】令和７年１１月１０日（月） １３︓１５－１６︓００
【場 所】富山地家裁高岡支部庁舎（２３）建築工事現場事務所2階会議室
【内 容】金沢営繕事務所の受発注者が一同に会し、工事安全に関する意識向上、啓発を図ることを目的に開催。

富山労働局からの講話、受注者から安全衛生管理や労働災害防止の取組み紹介、意見交換を行ったほか、完成間近を
控えた現場を意識し、工事書類スリム化ガイドに関する情報提供も実施した。

【参加者】１２名（受注者５名、労働局１名、事務所６名） 【取 材】１社（建設工業新聞）

・現地KY活動の必要性について、あらためて意識を持つ機会となった
・作業員に手順を理解してもらうために、自社作成やサブスク契約による
動画を活用している

・職長と作業員双方による声かけ＝コミュニケーションのとりやすさ、
雰囲気作りが事故防止にも繋がることを知った

・従来は紙管理だった高所作業車の点検記録等を、アプリを活用することで
確認や集計の手間が軽減された

・災害復旧、新築と異なる状況の現場であっても、労働時間の抑制等共通の
課題があることが分かった

・受発注者の意思疎通を効率よくする手段として、電話よりもteamsの
チャット機能を活用できると良い場合がある（時間外の連絡等）
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